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地磁気は大切

バリアー

銀河宇宙線

太陽風
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地磁気は逆転する

ポイント
平均数十万年に一度の頻度で逆転 

正 逆
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地磁気が逆転するとき

時間

地磁気の強さ

実態は未解明

銀河宇宙線 予想

逆転
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ポイント
地層は過去の地磁気を記録

地磁気逆転の記録

海の地層を採る
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本研究のポイント

地層の宇宙線生成核種の分析か
ら，地磁気逆転時の
銀河宇宙線の変化を調べる．

地磁気逆転の実態や，
当時の地球環境の理解につながる
．

本当に銀河宇宙線が増えたの
か？，
そのタイミングは？
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研究の結果
古 新

加速器
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研究の結果
古 新
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研究の結果

多

少

古 新

逆転時に
銀河宇宙線増加！
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研究の結果

多

少

古 新

ただし，
タイミングにズレ

地層の地磁気記録が
見かけ上，古くなる
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研究の結果

ズレを考慮すると，
地磁気逆転は，
77.0~77.3万年前
となる可能性がある

地磁気逆転は，
地球環境科学の
基準点として広く利用
．
非常に重要な発見！
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わかったこと

• 地磁気逆転時には，銀河宇宙線が増える．

• 従来の地磁気の（地層）記録には，レコーディング
の遅れが存在

• 最後の地磁気逆転は，従来よりも1万年ほど若
く，77.0~77.3万年前となる可能性

• 地球環境の理解や，地磁気逆転の解明に役立つ．


